
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施 工 要 領 書 

防炎洗えるタイル畳 



 

 

 

 

 スタンダードタイプ施工マニュアル                      

① タイルカーペットの施工要領と同じになります。 

② はじめに割付・墨だしを行います。部屋の中心点および基準線を墨だしします。 

割付に決まりはありません。レイアウトや好みによって決めてください。 

 

 

 

 

 

③あらかじめ床面のゴミやほこりを清掃後に接着剤をクシコテで塗布します。 

推奨品： 耐湿工法：東洋ポリマー ルビロンエース 

塗布量 モルタル等の吸水下地1 0 0 g /㎡（ 目安） 

アルミパネル等の非吸水下地 8 0 ｇ /㎡（ 目安） 

接着剤塗布後にオープンタイムをとります。 

夏  （ 2 5 ～3 5 ℃） 1 5 ～2 0 分 

春秋（ 1 5 ～2 5 ℃） 2 0 ～3 0 分 

冬  （  5 ～1 5 ℃） 3 0 ～4 0 分 

基準線に沿って花たたみを貼り、最後に壁側を適用寸法にカットし貼ります。 

上記の塗布量やオープンタイムが過不足すると正しく接着しない場合が 

あります。 

 

⑤カットした面はホツレ防止のため、熱コテやアイロン高温にて熱処理をします。 

（カット面はできるだけ壁側など歩行しない場所に使用してください。） 

熱処理はカットした畳部分を斜め４５度程度に溶かす要領となります。 

 

 

 

⑥貼り付け後に床面との圧着を行います。 

施工後はポンドローラー（ ３ ０ ～４ ０ k g ）などで、しっかりと 

圧着させてください。圧着が足りない場合、浮きや反りの要因になります。 
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 吸着シートタイプ施工マニュアル                                

①施工する床面をキレイに清掃してくだい。埃や濡れていると密着しません。 

②貼る前に仮置きして位置を確認してください。 

③裏面の保護フィルムをはがし設置します。 

接着剤を使わず貼替え可能のため、汚れや貼り間違いの心配もありません。 

④一般的には貼る場所の部屋の中央から外周に広げる様に貼っていきます。 

向きを変えて市松貼りなど、自由な貼り方でデザインを楽しんでください。 

 

 

         

 

 

 

配置後に必要なサイズにカッターで切ります。カットした場合 

表面層の畳だけをアイロンなどで、斜め 45 度の角度で 

２～３回なでるように表面層を溶かしホツレ防止をしてください。        

雑巾やモップなどで、埃を取り除いてください。 

埃があったり、濡れていると着きません。 

貼る場所に、仮置きし配置を決定します。  

裏面の保護シートを剥がし設置してください。 

剥がす際、ゆっくりと剥がしてください。 

本体を割付けした位置に設置してください。 

床面が濡れていると密着しません。  



 

 

防炎洗えるタイル畳 

取扱説明書 

 

この度は、「防炎洗えるタイル畳」をご購入いただきまして誠に有難うございます。 

この取扱説明書は本製品を末永くご愛用いただくために正しい使用方法や施工方法、 

使用上の注意事項をまとめてあります。ご使用前に必ずお読みいただき、大切に保管してください。 

 

●ご使用前に                                                     

防炎洗えるタイル畳は、貼る場所によって、2 種類から設置方法を選んで使用します。 

合板、モルタルなど下地材に接着剤（別売）を使用し施工するスタンダードタイプと 

フローリングやクッションフロアなど仕上げされた床の上に使用する吸着シートタイプがあります。 

設置する下地によって、上記よりタイプを選択してください。 

 

●スタンダードタイプ（合板・モルタル下地など） 

 はじめに貼る場所をキレイに清掃し埃や汚れを除去してください。 

 割付けを行い、床下地に接着剤を塗布し製品を貼付けます。*下記マニュアル参照ください。 

 

●吸着シートタイプ（フローリング・クッションフロアなど） 

はじめに貼る場所をキレイに清掃し埃や汚れを除去し水分が残らないよう乾燥させてください。 

清掃後に濡れていると密着力が悪く、ずれる場合がありますのでご注意ください。 

製品の裏面に密着性のある吸着シートを配しています。 

保護シートを剥がし、フローリングやクッションフロアなどに糊を使わず貼る事ができます。 

吸着シートは、密着の原理で物理的に固定されており、剥がしてもベタつきが残りません。 

*施工マニュアル参照ください。 

 

●禁止・注意事項 

  重い物や角張った形状のもの、キャスターなど不安定なものを上に置かないようにしてください。 

 上記の物を置くと製品表面に凹みが生じる場合があります。 

 テーブル、イス、ソファなどを設置すると同様に凹み跡が残る場合があります。 

 製品の上で物を引きずらないでください。 

 防炎洗えるタイル畳の表面はイグサ同様に編み込んでおりホツレや傷がつく場合があります。 

 車椅子、キャスター付きの椅子、タイヤ付き玩具などは使用しないでください。 

 屋内用製品のため、靴などで歩行はしないでください。 

 床暖房・ホットカーペット・コタツ等との併用は避けてください。 

 極度な温度変化が加わると、製品に歪みや反りが発生する場合があります。 



 

 ストーブなど暖房機器の近くでのご使用は避けてください。 

 使用中のアイロンやお湯が入ったヤカンなどを置かないでください。 

 表面が変形したり溶けたりします。 

 

 ●お手入れ方法 

日頃の掃除と換気をおこなってください。 
        

汚れやほこり、過度な湿度などの条件下は、カビやダニの発生要因となります。   

掃除機を使用する際は、回転ブラシをオフにして、畳の目に沿ってかけてください。   

日々のお手入れは、表面をかたく絞った雑巾などで拭いてください。     

スチームクリーナーなど蒸気を発生させる機器は使用しないでください。     

化学雑巾は使用しないでください。種類によって含まれる成分で変色や性能低下の恐れがあります。 

 

 ●万が一のお手入れ方法 

ジュースやコーヒーなど液体製品をこぼしてしまった場合、速やかに表面を拭き取ってください。 

時間が経ってしまうとカビや異臭の原因になります。 

調味料や化粧品など油性物をこぼしてしまった場合、水で薄めた中性洗剤を布に含ませ、 

かたく絞ってから拭き取ってください。 

ベビーパウダーなど粉体をこぼした場合、掃除機で吸い取りかたく絞った雑巾なで拭き取ってください。 

マジック・クレヨン・墨汁などの汚れは落とせません。 

凹み跡が残った場合、数分蒸しタオルを当ててください。 

多少の凹みが改善できる場合があります。長時間は避けてください。 

防炎洗えるタイル畳は防炎認定を取得していますが、タバコなど軽度な焼け焦げの場合、 

表面は溶けたり焦げたりします。また長時間放置した場合火災の原因になりますので 

速やかに原因を取り除き、十分に消火してください。 

万が一カビが発生した場合、薄めたカビ除去剤やアルコールなどで拭き取ってください。 

除去後は、水を含ませかたく絞った雑巾で拭き取ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 


